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●景観形成重点地区の抽出 
○市民の誇りとなる景観づくりを住民主体で目指す地区 
○豊かな自然景観を有する地区 
○地域固有の文化的景観を有する地区 
○都市の顔として風格と潤いのある景観を創出すべき地区 
○幹線道路軸（観光ロード：風景街道）の沿線地区 
○河川・海岸及びその周辺地区 

等 

①景観形成地域の指定 

②景観地区の指定 ③準景観地区の指定 

都市計画区域外 都市計画区域内

●景観形成重点地区の景観計画を策定 

（地域住民参画による計画案の検討） 
・区域設定、方針設定、行為の制限に関する事項    等 
●地区住民の合意形成 

●計画区域確定 

●景観形成重点地区

Ⅵ．景観形成重点地区                    
 

１．景観形成重点地区の抽出と地域指定の考え方 

地域に点在する景観資源を核として、集落を含む周辺一帯の良好な景観形成を

住民主体で目指す地域を「景観形成重点地区（以下、「重点地区」という。）」と

して抽出し、景観まちづくりの実現を推進します。 

重点地区では、地域住民や関係団体との協働により、景観まちづくりの方針、

区域の設定、行為の制限などを定めた｢地区景観計画｣を策定します。 

住民の発意と合意のもと策定された規制・誘導の手法や地域状況に応じて、以

下の指定を進めます。 

①行為の制限となる届出対象行為や景観形成基準を地域で独自に設け、景観の誘

導を図っていく地域・・・・・景観形成地域 

②都市計画に建築物の形態意匠の制限を定め、認定制度により規制の担保を図る

など、より積極的に良好な景観形成に取り組む地区・・・・・景観地区 

③都市計画区域以外で、相当数の建築物の建築が行われ、良好な景観の保全を図

る必要がある地区・・・・・準景観地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■景観形成重点地区抽出と地域・地区指定に向けてのフロー 


